
「
東
西
南
北
の
人
」
に
つ
い
て

ー
杜
甫
と
高
適
の
酬
和
詩
を
中
心
に
i

は
じ
め
に

よ
洪
遜
司
容
斎
随
繁
』

に一一一一
ω
っ
て
い
る
。

A
T
J

、
川
口
刊
行
可

1
4
:沼
ι

，、

メ
ヮ
ハ
孤
凶
自

ν一zr

.•• 

，
購
入
允
多
、

の
条
に
、
次
の

非
殺
人
7

人
為
次
韻
所
局
也
。

姑
取
社
集
数
篇
、
絡
紀
子
此
。

娘
爾
東
四
南
北
人
、
杖
刻
一
広
東
街
鹿
北
一
明
~
壌

論
、
:
:
:
。
皆
如
鎚
磐
広
簸
、
知
之
別
応
、
往
来
反
復
、
於
是

ヂ
有
余
昧
突
。

お
人
酬
和
の
詩
は
、
必
ず
其
の
来
窓
に
答
う
。
今
人
の
次

か
ぎ

務
、
の
帰
る
所
と
為
る
が
若
き
に
非
ざ
る
な
り
の
:
;
:
詩
人
は
尤

つ

ぶ

し

ば

ら

も
多
く
、
見
さ
に
は
載
す
可
か
ら
ず

n

姑
く
杜
集
の
数
篇
を
取

り
、
此
に
時
紀
す
。
商
適
は
社
公
に
寄
せ
て
丘
、
っ
、

阿
南
北
の
人
に
と
、
社
は
別
ち

f

，

堪
え
ん
や
と
、
:
:
:
。

るケ
ム-

を

後

藤

秋

正

た
た招

け
ば
則
的
ち
応
ず
、
往
来
反
復
、
是
に
於
い
て
か
余
昧
有
り
。

古
人
が
融
和
し
た
詩
は
、
「
来
意
」
に
答
え
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

宋
人
が
も
っ
ぱ
ら
「
次
韻
」
し
て
こ
と
足
れ
り
と
し
て
い
る
の
と
は

異
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
の

こ
こ
に
購
入
の
「
融
和
詩
」
の
実
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、

高
適
と
杜
需
の
場
合
に
蕎
目
し
た
い
。
こ
れ
が
「
掛
和
詩
」
の
典
型

と
言
え
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
に
し
て
も
、

と
も
に
「
東
続
講
北
(
人
ご
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
対
応
関

係

が

分

か

り

ゃ

す

い

ろ

の

「

人

一

一

(

明

高

営

侍と
略
称
)
は

以

詩
を
題
し

に
憐
れ
む
故
人

柳
条
は
色
を
刊

h

持
し
て
見
る

梅
花
は
枝
に
満
ち

人
日

(58) 

故
郷
を
思
う
を

く
断
;揚



身
ム
仕
荷
蕃
無
所
病
問

身
は
関
蕃
に

ιり
て
預
か
る
所
無
く

心
に
様
く
百
一
袋
後
た
十
嵐

今
年
の
人
ハ
幻
想
し
く
柑
い
憶
う

問
的
年
の
人
日
知
ん
ぬ
何
れ
の
処
ぞ

一
た
び
東
山
に
臥
し
て
三
十
春

山
胞
に
知
ら
ん
や
者
剣
と
嵐
践
と
を

か
た
じ
け

一
千
石
渚
録
選
た
恭
な
く
す
一
一
千
…
わ

は

な

'

九
μ

し

腕
関
東
西
南
北
人
協
ず
縞
東
間
隔
北
の
人
に

こ
の
詩
は
、
例
え
ば
割
問
揚
司
高
適
詩
集
編
年
審
技
h

(

中

…
九
八
二
の
「
年
諮
問
」
が
、

k
元
二
年
(
七
六
二
に
繋
け

て
い
る
よ
う
に
、
上
.
花
元
年
に
訴
州
川
料
史
か
ら
窮
州
料
史
に
選
さ
れ

た
高
適
が
、
そ
の
翌
年
の
正
月
七
日
に
慰
州
(
四
川
省
崇
州
市
)
か

ら

社

潜

に

寄

せ

た

も

の

で

あ

る

。

ゅ

年

の

年

末

に

成

都

ら
成
都
民
郊
の
浪
花
渓
の
ほ
と
り

'A3
、J
m

・
1

苧

喝

。

如
何
対
日
一
マ
、

P
U
ナ
八

一
冗
二
年
の
作
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
社
南
は
こ
の
年

の
は
じ
め
に
は
新
津
(
関
川
省
新
津
県
)
っ
て
い
た
か
ら
、
高

適
の
詩
を
た
だ
ち
に
読
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
社
階
、
が
醗
和
し
た
詩

を
送
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
辺
の
事
情
、
が
関
わ
っ
て

い
る
の
洪
選
が
引
い
て
い
二
十
四
匂
か
ら
な
る
害
時
前
「
追
鱗

(

巻

一

一

)

は

、

大

騒

五

年

(

七

七

の
で

，同
J

-

J

、

中
/
中
/
1
L

ド
ぃ
締
附
…
制
川

で
欝
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
迫
鮒
」

ニ
の
汁
討
の
序
を
時
比
れ
ば
は
っ
き
り
す
る
。

液
議
行
問
、

莫
記
海
没
又
六
七
年
実
。
者
病

今
海
内
忘
形
故
人
、
独
漢
中
一
土
璃
い
ん
ヴ
昭
州

愛
而
不
見
、
構
見
平
J

辞
。
大
鰐
五
年
正
月
二

日
却
迫
鰍
高
公
此
作
、
間
寄
王
及
敬
弟
。

警
の
戦
中
を
開
閉
さ
、
選
忘
す
る
所
を
検
し
、
回
り
て
故
高

M

芸
大
岩

常
侍
適
の
、
往
に
成
都
に
揺
在
せ
し
時
、
高
萄
州
料
史
に
任

ぜ
ら
れ
、
人
日
補
い
犠
い
て
寄
せ
ら
れ
し
詩
を
得
て
、
涙

行
間
に
議
ぎ
、
読
み
て
篇
末
に
終
わ
る
。
詩
を
枝
、
げ
ら
れ
し
よ

り
己
に
十
余
年
、
存
没
を
記
す
莫
き
こ
と
又
六
七
年
。
老
病

mm
を
縮
問
う
、
生
意
知
る
可
し

9

今
海
内
忘
形
の
故
人
は
、

独
り
漢
中
の
王
頑
と
昭
州
の
敬
使
君
超
先
と
を
る
の
み
。
愛
す

れ
ど
も
見
え
ず
、
矯
は
辞
に
見
ゆ
む
大
暦
五
年
正
月
二
十
一
日

却
っ
て
高
公
の
此
の
作
に
追
鱗
し
、
国
り
て
王
及
び
敬
弟
に
寄

都
時
、
尚
収
い
街
州
料
史
、

部
叩
抗
日
川
、

(59) 

自
蒙
萄
州
人
日
作

意言萄
わチ1¥1

ずの
i扶清人
を詩日
散 の
じ久作
てしを
限く蒙
忽零り
ち落し
関せよ
きんり

と
は

ム
ワ
震
散
秩
較
忽
開



差
一
三
人
出
今
一
芸
日
戸

川
竹
品
、
リ
山

υ
H
F
H
H
或
守
内
%
以
μ

ほ

と

ば

し

き

の

う

授
を
遊
ら
せ
酪
吟
す
る
に
事
は
昨
の
如
し

東
四
南
北
更
誰
論

自
首
属
舟
病
一
独
得

更
に
誰
か
論
ぜ
ん

病
み
て
独
り
存
す

東
西

属南
舟北

長

箔

隣

家

乱

愁

思

長

筋

隣

家

愁

患

を

乱

る

た
め

昭
州
詞
翰
与
招
魂
昭
州
の
詞
翰
与
に
魂
を
招
か
ん

社
前
が
高
適
の
詩
を
得
て
か
ら
す
で
に
九
年
、
高
適
が
一
長
安
に
一
民

り

、

正

月

に

病

没

し

て

か

ら

数

え

て

も

五

年

が
過
ぎ
て
い
た
の

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
社
南
の
詩
の
「
東
関
南
北
」

の
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

諸
に
は
ど
の
よ
う
な
合
意
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

つ
い
て
詳
し
く
克
て
ゆ
き
た
い
の

の
誌
が
高
適

そ
れ
で
は
、

以
下

こ
の

f 

¥，_ 

社
南
「
謁
文
公
仁
方
」
(

旬
が
あ
る
。

巻

)
に
は
、
次
の
よ
う
な

久蕪 lÊl~
遊礎自
寺少 i蒋

j間転 ~t
H鋤人

久燕帯
し惑や

~

ぺ!明
詩転北
yg~ ~.助の
の少人
汗;;な
すし

か
た
じ
汁

何
事
恭
答
裾
向
事
ぞ
答
裾
を
恭
な
く
せ
ん

こ
の
詩
は
、
『
詳
在
』
に
引
く
黄
鶴
の
説
に
よ
る
と
、
宝
応
元
年

(
七
六
二
)
、
持
州
(
西
川
省
三
ム
口
県
)
で
作
ら
れ
た
。
こ
の
年
の
七

月
、
厳
武
が
朝
廷
に
徴
さ
れ
た
の
を
送
っ
て
綿
州
ま
で
行
っ
た
時
に

徐
知
道
の
叛
乱
が
起
こ
っ
て
成
都
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
。
梓
州
に
移

っ
た
の
は
娩
秋
で
あ
る
。
こ
の
時
に
鑓
州
刺
史
で
あ
っ
た
高
適
が
厳

武
仁
代
わ
っ
て
成
都
芦
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
。
社
南
、
が
、
議
武
、
が

成
都
芦
報
斜
南
東
西
川
節
度
使
と
し
て
成
都
に
着
任
し
た
こ
と
を
間

き
、
関
川
州
(
部
川
省
間
中
市
)
を
経
て
草
堂
仁
一
戻
っ
た
の
は
、
広
徳

4

一
年
(
七
六
間
)
の
暮
春
の
こ
と
で
あ
る
。

Z
昨
日
ぽ
』
が
「
南
北
の
人
」
に
注
し
て
『
札
記
h

を
引
い
て
い
る

よ
う
に
、
こ
の
認
が
明
礼
記
』
を
踏
ま
え
て
、
社
帯
、
が
故
郷
、
も
し

く
は
成
都
の
寓
慌
で
あ
る
車
掌
を
離
れ
た
旅
の
身
で
あ
る
こ
と
を
一
言

っ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

Q

司
孔
記
』
し
ん
に
は
、
「
孔
子
既

A
7
J
K
出
東
西
南
北

誌
に

(60) 

之
人
也
。

ち
ざ
る
な
ち
と
タ
是

実s

は

間
尺
。
)
と
一
一
一
一
?
っ
。

」
(
東
西
南
北
と
は
、
屑
に

と
記
す
。
こ
れ
が
「
東
間
帯
北
の
人
」

ヤ

、

借

り

ふ
れ

1v一



の
早
い
用
例
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
放
捜
し
て
定
ま
っ
た
住
民
を

持
た
な
い
人
の
怠
で
用
い
て
い
る
の
こ
の

7
文
は
『
漢
詩
』
巻
一
二
十

六
、
劉
向
伝
に
あ
る
、
例
制
向
の
成
部
へ
の
上
疏
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
顔
倒
占
の
践
は
、
「
東
開
南
北
、
一
一
一
日
間
遊

以
行
禁
道
、
不
得
専
ん
仕
本
邦
。
」
(
東
尚
南
北
と
は
、
時
遊
し
て
以
て

其
の
一
道
を
行
い
、
専
ら
本
邦
に
在
る
こ
と
を
得
ず
ο
)

と
述
べ
て
、

孔
子
が
母
の
墓
参
の
た
め
に
績
に
も
ど
れ
な
い
理
由
を
、
各
地
を
巡

り
歩
い
て
道
を
広
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

明
礼
記
』
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
二
種
績
の

解
釈
が
存
住
し
た
こ
と
に
な
る
。

跡
的
代
以
前
の
詩
に
は
、
こ
の
一
訟
は
見
ら
れ
な
い
の
強
い
て
類
似
し

た
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
純
熊
「
擬
行
路
難
十
八
道
」
〈
其
…
一
一
〉

(
R
K
宋時一一川
h

巻
七
)
に
、
水
が
「
東
西
川
悶
北
」
に
流
れ
る
こ
と
を
人

生
に
橘
え
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
こ
れ
が
仲
間
に
お
い
て
「
東
問
南

北
」
の
訟
を
用
い
た
最
初
の
例
で
あ
ろ
う
。

潟
水
積
一
千
地
水
を
潟
い
で
一
平
地
に
霞
け
ば

長
引
東
尚
南
北
流
矢
口
白
東
問
南
北
に
流
る

人

生

亦

有

命

人

生

も

亦

命

有

り

安
能
行
歎
後
坐
愁
安
く
ん
ぞ
能
く
行
く
ゆ
く
歎
じ
復
た
坐
し

て
愁
え
ん

蔚
代
に
入
つ
で
も
こ
の
諮
の
用
例
は
少
な
い
。

(
『
王
子
安
集
』
巻
五
)
に
、

東
西
商
北
之
人
也
。
流
離
綾
丹
、
鶴
旅
山
川
。

制
限
仙
鰐
於
殊
郷
、
過
投
開
於
異
県
。
」
(
下
窓
狂
定
し
て
調
が
ず
、

↑
果
的
南
北
の
人
な
り
。
議
月
に
流
離
し
て
、
山
川
に
鶴
旅
す
。
他
加
縞

シ
ヤ
い
さ

を
殊
郷
に
綴
め
、
良
朗
に
異
相
対
に
遇
、
っ
。
)
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
の
制
作

時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
「
韓
城
」
、
「
下
官
」
の
語
一
か
ら
考
え
て
、

成
亨
四
年
(
六
七
三
)
に
税
州
参
軍
と
な
り
、
翌
上
元
元
年
、
官
奴

の
樹
間
違
を
殺
し
て
除
名
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に
寄
か
れ
た
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
の
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
東
西
南
北
の
人
」

は
、
官
に
つ
い
た
も
の
の
潤
閤
と
調
和
せ
ず
に
奔
迭
し
て
い
る
中
、

韓
城
(
棟
同
省
韓
城
市
)
に
立
ち
寄
っ
た
時
の
落
ち
着
か
な
い
心
境

を
述
べ
た
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

は
先
に
引
い

(61) 

の
ほ
か
に
、
「
誠
秘
書
弟
策
寄
幕
下
諸

公
弁
序
」
(
巻
七
、
『
金
協
同
詩
』
巻
一
一
一
一
)
の
序
に
、

「
:
:
:
族
弟
秘
書
、
経
序
之
白
眉
者
。
風
慶
一
別
、
俣
東
西
南
北
之

人
。
」
(
:
:
:
挨
弟
秘
書
法
、
経
序
の
臼
腐
な
る
者
な
り
。
風
震
に
一

刻
し
て
、
俣
に
東
荷
南
北
の
人
た
り
。
)
と
一
一
一
一
口
う
。
序
文
に
よ
れ
ば

こ
の
詩
は
、
封
丘
(
河
南
省
封
丘
県
)
の
尉
で
あ
っ
た
高
適
が
、
天

中
五
九
年
(
七
五

C
〉
の
秋
、
吏
卒
を
率
い
て
清
夷
軍
(
河
北
省
懐
来

県
)
に
捷
い
す
る
途
中
で
単
一
聞
か
れ
た
。
詩
中
に
、
「
客
従
梁
宋
来
、

行
役
経
転
蓬
、
離
籍
欣
一
冗
弟
、
憶
賢
轄
数
公
」
(
{
各
梁
宋
よ
り
来



炉
供
勾
ム
ソ
ニ

一

兄

弟

を

欣

び

、

い

の
「
東
西
南
北
の
人
」
が
、

地

方

官

と

し

の

日

々

を

送

っ

て

い

る

自

分

と

族

弟

(

一

究

第
)
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

次
に
こ
の
諮
が
見
え
る
の
は
、
時
代
は
下
る
が
、
大
中
八
年
(
八

五
問
)
の
進
十P

で
あ
る
学
頻
の
「
過
四
階
麟
」
(
『
梨
岳
集
』
、

で
あ
ろ
う
っ

た
り
、
行
役
し
て
転
蓬
に
路
う
、
鱗
婚

と
あ
る
か
ら
、

東
湖
南
北
入

。ヮ・町
m
'
1
1
3ゴ
沼
め

J
U
V
伐
似
ピ

t
判
例
刻
れ

天
下
己
帰
模

山
中
稿
避
秦

独
有
千
年
後

i
e
i
-
-
;
 

E
i
-
-
j
 

t
i
i
;
 

n
v
'
h
n村
山
知
山
叶

jι

mm
を
去
る
こ

苧
頻
が
訪
ね
た
の

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

天高
ド説~\

の
人

'
灯
、
す
か
ら
相
い
殺
し
む

る
も

錨
お
秦
を
避
く

曾
て
客
と
作
る
も

間
以
と
為
ら
ず

独
り
千
年
の
後

母
、
た
り
臨
本
の
脅

(
間
安
前
の
東
北
)
に
あ
っ
た
令
ん
木
敏
求
撰

川
年
県
の
条
に
、
「
四
戦
縮
、
在
終
高
山
川
，
去

年
一
事
一
建
。
」
(
四
階
織
は
、
終
期
山
に
ん
れ
の
べ

、
勝
の
一
応
和
八
年
に
品
)
と
あ
る
か
ら
、

花
和
八
年
(
八
:
一
)

1
2
J
1
J句

1
1
 

3
3
h
r
f
u
r
 

た
も
の

ーj
k

¥

J
叩

パけ
V
I
J
/
ふ
f
f

は
長
安
近
辺
だ
け
で
な
く
、
附
m
M川
や
閥
均
地
に
ま
で

足
を
伸
ば
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
自
分
を
指
し
て
「
東
西
南

北
の
人
」
と
一
一
一
一
日
っ
た
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
併
は
、
援
道
一
融
「
揚
椀
枝
諮
」
(
『
全
農
詩
』
巻
七
一
四
、

『
万
首
属
人
絶
句
』
巻
四
七
)
に
見
え
て
い
る
つ

よ

も

も

と

霧
撚
摺
捷
一
索
春
霧
撚
り
姻
捷
み
て
一
た
び
春
を
索
む

つ

ね

い

ろ

ど

ご

と

年
年
長
に
染
れ
ソ
来
っ
て
新
た
な
る
が
似

カf

し
す

べ

か

ち

よ

な

応
に
須
く
喚
び
て
嵐
流
の
線
と
作
す
べ
し

繋
ぎ
得
た
り
東
西
南
北
の
人

芽
吹
い
た
ば
か
り
の
楊
柳
の
し
な
や
か
な
美
し
さ
が
、
東
開
南
北

を
旅
す
る
人
々
の
歩
み
を
止
め
さ
せ
る
、
と
一
買
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
璃
代
ま
で
の
用
例
で
は
、
こ
の
認
は
『
札
記
』
鄭
注
の

解
釈
の
範
践
を
出
る
も
の
は
な
く
、
顔
部
古
の
注
で
も
っ
て
解
釈
す

る
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
用
例
を
箆
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

応
須
喚
作
風
流
線

(62) 

さ
て

の
鶏
答
関
孫
が
ど
の
よ
う
に
な

い
て
以
後
の
詩
に
つ
い

てつ
おて

う三る
。かニ

こ
寸
小
、

s'tafれ
V

の
ほ
か



J
A汁

州
作
。
」
詩
中
に
「
仏
品
川
け
い
「
憎
鍛
」

の
で
、
杜
南
が
年
末
に
成
都
街
郊
の
草
常
キ
へ
入
っ
た
こ
と
を
知
っ

て
た
だ
ち
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
つ
こ
の
詩
に
鱗
相

し

た

の

が

社

商

「

糊

高

鎚

設

相

嶋

」

(

で

あ

り

、

次

の
よ
う
に
品
目
っ
て
い
る
。

な
ど

前
何
十
ホ
ド
害
'

J
i
l
t
J「そ

3
1中
'
h
l

双 11者 i!友
樹、合人
容 1:3:i共
J諮問禄
法蔵米

禄
米
を
供
し

天文 i埼故
樹 舎 人

法
を
聴
く
こ

て
せ
ん
や

獄
竣
似
柏
州
知

玄
を
草
す
る
こ

武
ー
か
ん

1
t
g
η
H
こ
X
レ

H
H
I
K
E
L
l
yふ
や

a
L
η
?十
'
i
r
f

い
た
『
容
斎
随
筆
』
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う

午
、
此
外
復
何
一
一
一
一
口
」

た
何
を
か
一
一
一
一
円
わ
ん
)

の
に
な
っ
て
い
る
の

、，
、ーー，

を
念
頭

で
は
、

てコ

で
あ

ぃ;送
)別

冬し
寄
贈
し

シ

も

入載
車~
し
て

暫7

Q 

あ
る
い
は
鱗
和
し
た
詩
は
、
天
宝
十

疫
罷
詳
好
翰
の
書
記
と
な
り
、

河
同
に
帰
る
の
を
送
っ
た

海
円
以

を
始
め
と
し
て
、
の
死
後
に
審
か
れ
た

と
巻
…
凶
)
、
「
追
鱗
故
高
窃
州
人
目
見
寄

(
一
三
)
を
含
め
て
、
十
二
篇
が
数
え
、
ら
れ
る
ひ

こ
の
う
ち
、
社
品
開
が
秦
州
と
窮
地
滞
在
中
に
作
っ
た
詩
は
、
以
下
の

あ
る
¢
以
下
、
制
作
時
期
の
蝦
に
挙
げ
て
い
こ
う
ひ

五
能
者
適
瀧
州
山
今
…

去費
、ーー

(63) 

秋
、
秦
州
(
甘
粛
省
天
水
市
)
で
の
作
。

次
の
勾
が
あ
り
、
社
高
一
家
の
窮
状
を
訴
え
る
。

は
な
は

何
ぞ
太
だ
竜
鍾
極
ま
る

於
今
山
山
地
妨
今
に
於
い
て
出
処
妨
げ
ら
る

無
銭
居
市
盟
銭
の
務
患
に
居
る
べ
き
無
く

尽
室
在
辺
一
績
室
を
尽
く
し
て
辺
翠
に
在
り

か
な
ら

ま
た
未
聯
に
、
「
会
待
奴
雰
静
、
論
文
暫
裏
糧
」
(
会
ず
妖
雰
の
静

つつ

か
な
る
を
待
ち
、
文
を
論
ず
る
に
暫
く
糧
を
裏
ま
ん
)
と
言
っ
て
い

る
か
ら
、
彰
州
(
関
口
川
省
彰
州
市
)
の
刺
史
と
な
っ
て
い
た
高
適
は
、

社
帯
、
が
成
都
に
来
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
と
患
わ
れ
る
。

②

一

絶

」

(

『

詳

註

』

巻

九

)

中
間
部
分
に
は
、



、
経
侍
御
を
通
じ
て
彰
州
刺
史
の
高
適
に

転
・
結
句
に
、
「
為
問
彰
州
牧
、
何
時
救
急

(
為
に
問
え
影
州
の
牧
、
何
れ
の
持
か
急
難
を
救
わ
ん
や
と
)

い
、
「
飢
一
袋
、
」
か
ら
の
救
済
を
訴
え
て
い
る
。

一
十
五
使
君
」
(
『
詳
い
ほ
』
巻
九
)

(
七
六

O
)
の
秋
に
、
彰
州
制
史
か
ら
閥
均
州
刺
史
に
遷

た
叶
一
…
別
で
あ
る
。
頚
・
尾
聯
に
、

秋
将
に
娩
れ
ん
と
し

老
い
て
直
に
親
し

吋
寸
寸
J

叫
、
電
勾
寸
1
M
内

h

判
例
}
U
V

陪

Y
吋
k

交
情

仁
¥
}
本
中
心

川
一
〆
羽
MMい

披

離

に

対

す

る

を

喜

ぶ

彰
州
で
高
適
と
の
対
認
を
果
た
し
た
社
南
は
、

も

な

っ

た

φ

④
「
一
七
十
七
侍
御
端
、

③ っ
て
い行

色
秋
将
娩

と
一
斉
っ
て
い
る
の

で
あ
る
つ

巻
一

O
)

一
)
冬
、
成
都
で
の
作
。
侍
御
史
の
王
挽
に
、

ぃ
尚
漉
と
と
も
乞
訪
ね
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
詩
で
あ
る
。
尾

紛
で
は
高
適
を
山
簡
に
磁
え
て
い
る
。

戯
仮
一
箱
威
促
山
簡
戯
れ
に
瀦
威
を
仮
り
て
山
簡
を
促
し

須

成

一

幹

習

池

廻

須

く

一

一

酔

を

成

し

べ

し

f
j
-
k
d
R
d雲、

p
k
h
Aバ
ソ
ュ
i
刊
刊
必

⑤ 

巻

先
の
詩
(
③
)
に
志
え
て
、
{
口
同
適
が
玉
論
と
と
も
に
社
南
の
草
堂

を
訪
問
し
た
。
こ
の
誇
で
も
、
社
帯
法
高
適
を
山
簡
に
喰
え
て
、
以

下
の
よ
う
に
一
言
っ
て
い
る
。

移
樽
勧
山
山
筋
向
樽
を
移
し
て
山
簡
に
勧
む

頭
臼
恐
風
寒
頚
自
恐
ら
く
は
現
実
、
な
ら
ん

⑤
「
警
急
」
(
『
詳
詑
h

巻
一
一
一
)

原
授
に
、
「
{
出
向
公
適
領
西
川
節
度
。
」
(
寓
公
適
西
川
節
度
を
領

す
J

と
一
一
一
一
口
う
。
広
徳
一
光
年
(
七
六
一
一
一
)
十
月
、
吐
蕃
が
奉
天
、
武

功
か
ら
一
長
安
一
に
ま
で
寝
攻
し
、
代
宗
が
練
州
に
逃
れ
る
と
い
う
事
態

が
起
こ
っ
た
。
こ
の
詩
は
高
適
に
、
吐
蕃
と
の
和
睦
な
ど
考
え
ず
に

警
戒
す
べ
き
こ
と
を
進
一
一
一
括
し
た
詩
で
あ
る
。
郭
子
儀
ら
の
反
撃
に
よ

っ
て
吐
蕃
は
退
却
し
た
も
の
の
、
十
二
月
に
は
、
成
都
の
北
詰
に
あ

る
松
制
と
維
州
を
焔
落
さ
せ
る
。
西
川
節
度
使
で
あ
っ
た
高
適
は
出

兵
し
て
牽
制
し
よ
う
と
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
社
南
は
前
年

の
七
月
、
厳
武
が
長
安
へ
召
還
さ
れ
る
の
を
送
っ
て
綿
州
(
西
川
省

綿
陽
市
)
ま
で
行
っ
て
い
た
が
、
成
都
で
徐
知
道
の
反
乱
、
が
起
こ
っ

た
た
め
に
帰
れ
ず
、
い
た
十
月
に
は
関
州
に
留
ま
っ
て
い
た
。

⑦

2

〕
」
(
『
詳
注
』
巻

ま

(64) 

安
へ

別
部
侍
郎
・
在
数
燐
常
侍
と
し

るつ



投
上
柏
逢
年
頗
多

飛
騰
無
那
故
人
何

飛 j交
IJ驚 j二

故相
人い
を逢
那とう
何;年
と頗
もる
す多
るし
3llf・

し

天

…

准

春

色

催

遅

幕

遅

幕

を

協

す

山

川

夜

逃

添

錦

水

披

遥

か

に

添

う

鈴

水

の

波

安

へ

帰

っ

た

翌

永

丹

、

高

適

は

病

没

す

る

。

こ

れ

を

伝
え
開
い
た
杜
甫
は
「
開
高
常
侍
亡
」
(

て
そ
の
死
を
突
し
た
。

淑

川
口
)
を
作
っ

高
適
が
杜
南
に
宛
て
た
詩
が
ほ
か
に
も
残
さ
れ
て
い
れ
ば
事
情
は

よ
り
は
っ
き
り
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
に
党
た
二
人
の
鱗
和
詩
か

ら
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
一
一
一
一
悶
え
る
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
洪
遇
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
二
人
の
詩
に
お
い
て
は
、

社
南
が
高
適
の
「
来
意
」
に
答
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
c

そ
れ
は

高
適
、
が
社
需
に
寄
せ
た
二
篇
の
詩
と
も
同
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
高
適
の
「
入
日
寄
社
一
一
拾
遺
」
と
杜
甫
の

「
迫
醗
故
高
鵠
州
人
日
見
寄
」
に
一
炭
っ
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

「
人
日
寄
社
一
一
拾
遺
」
に
は
、
平
岡
市
鍾
還
恭
二
千
石
」
の
句
が
晃
え
て

い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
は
、
社
荷
「
寄
彰
州
高
一
一
一
十
五
捷

君
適
濃
川
川
寄
二
十
七
長
史
参
三
十
鶴
、
」
の
第
…
一
一
旬
「
同
一
太
竜
鍾

磁

」

た

も

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

こ

の

詩

は

、

乾

元

二

年

の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
の
高
適
、
が
彰

(4) 

州
刺
史
と
し
て
義
経
し
た
の
は
、
乾
一
兆
二
年
の
一
愛
で
あ
り
、
持
参
が

瀧
州
長
史
と
な
っ
た
の
も
乾
元
二
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。
杜
甫
は

こ
の
年
の
娩
秋
に
は
、
四
ヶ
月
た
ら
ず
の
秦
州
滞
在
を
終
え
て
向
谷

(
甘
粛
省
成
探
)
へ
移
ろ
う
と
し
て
い
た
。
社
甫
の
詩
の
原
注
に
「
時

態
櫨
病
J

(
時
に
篠
病
を
患
う
。
)
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
、
経
済
的
な
期
間

難
ば
か
り
で
な
く
、
「
癒
疾
い
も
抱
え
て
い
た
。
「
竜
鍾
」
と
は
、
年

者
い
て
病
気
が
ち
な
さ
ま
、
あ
る
い
は
前
途
の
見
通
し
が
立
た
ず
に

間
難
な
状
祝
に
あ
る
さ
ま
を
表
す
擬
態
語
で
あ
る
。
社
甫
の
こ
の
詩

を
受
け
取
っ
た
高
適
が
、
「
人
日
寄
杜
二
拾
遺
」
で
「
竜
鍾
還
恭
二

千
石
」
と
一
一
一
一
口
っ
た
の
辻
偶
然
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
社
甫
が
「
竜
鍾
」

の
諒
を
用
い
て
窮
状
を
訴
え
て
寄
こ
し
た
の
に
対
し
て
、
高
適
は
老

い
ぼ
れ
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
社
甫
と
は
違
っ
て
刺
史
の
地
位
を
授

け
ら
れ
て
い
る
と
一
一
一
一
口
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
竜
鍾
」
の
一
諮
問
は
、

高
適
、
社
甫
の
詩
文
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
の
一
例
し
か
晃

ら
れ
な
い
。

で
は
、
「
東
西
南
北
の
人
」
と
「
南
北
の
人
」

で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
社
高
が
、
宝
応
元
年
(
七
六
二
)
梓
州
で
の
作

方
」
に
お
い
て
、
「
甫
や
南
北
の
人
」
と
表
現
し
た
。

(65) 

に
つ
い
て
は
ど
う

「
謁
文
公
上

こ
れ
は
、
高



適
の
「
誠
秘
書
弟
兼
寄
幕
下
諸
公
弁
序
」
の
…
認
を
念
頭
に
置
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
(
口
問
遊
の
場
合
は
「
制
秘
書
一
弟
兼
寄
幕
下
諸
公
弁
序
」

で
も
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、
職
務
と
の
関
係
で
各
地
を
旅
す
る
と
い

っ
た
合
意
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
高
適
の
「
人
口
μ
寄
社
二
拾
遺
」
に

し
て
も
、
自
身
は
官
級
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
、
社
甫
は
官
職
に
こ
そ

拘
束
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
放
浪
'
寓
層
の
身
で
あ
る
、
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
っ
清
・
徐
増
『
説
庸
詩
』
は
高
適
「
人
日
寄
社
二
拾
遺
」

に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

:
・
議
録
還
恭
二
千
石
、
竜
鏡
、
竹
名
、
一
世
話
人
衰
老
之
態
、

知
竹
之
枝
葉
揺
曳
、
不
能
出
禁
持
也
。
太
守
禄
秩
二
千
街
、
適

時
料
開
勾
州
っ
恭
荷
、
無
刺
史
之
才
能
、
部
印
刷
料
史
之
爵
位
、
一
一
一
一
間

不
能
薦
引
。
塊
陽
東
西
南
北
入
、
一
一
一
一
同
子
奨
依
止
無
定
、
心
甚
懐

之。

:
議
録
選
た
一
一
千
石
を
恭
な
く
す
は
、
竜
録
と
は
、
竹

の
名
、
人
の
表
者
の
態
、
竹
の
枝
葉
揺
曳
し
て
、
自
ら
禁
持

す
る
こ
と
能
わ
ぎ
る
が
如
き
を
一
一
一
一
口
う
っ
太
守
の
禄
秩
は
二
千
石

適
は
時
に
窃
州
に
料
た
り
つ
恭
な
く
す
と
は
、
刺
史
の
才
能
無

く
し
て
、
料
史
の
爵
伎
に
印
刷
り
、
薦
引
す
る
能
わ
ざ
る
を
一
一
一
行
う

悦
ず
爾
東
四
南
北
の
人
と
は
、
子
美
は
依
止
定
め
無
し
、
心

に
甚
だ
之
を
協
ず
る
を
一
一
一
一
問
う
の

高

適

が

社

惑

を

で

き

な

い

こ

と

く
思
っ
て

い
た
と
見
な
す
点
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
「
東
西
高

北
の
入
」
を
、
「
依
止
定
め
無
し
」
と
解
す
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ

λ
ノ

杖
甫
「
追
醐
故
高
窃
州
人
目
見
寄
」
の
「
東
西
南
北
一
史
誰
論
」
の

匂
が
、
高
適
「
入
門
口
寄
社
二
拾
遺
」
を
踏
ま
え
た
匂
で
あ
る
こ
と
は

諸
警
に
指
摘
が
あ
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
社
甫
が
開
谷
に

移
る
こ
ろ
に
書
い
た
「
寄
影
州
高
三
十
五
使
君
適
犠
州
容
二
十
七
長

史
参
三
十
議
」
の
語
を
意
識
し
て
、
高
適
が
「
人
日
寄
社
二
拾
遺
」

を
社
南
に
寄
せ
、
さ
ら
に
社
甫
は
高
適
の
没
後
、
「
人
日
寄
社
二
拾

選
」
を
念
頭
に
置
い
て
「
追
鱗
故
高
揚
州
人
自
見
寄
」
を
警
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る

n
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四

社
南
の

「
街
北
の
人
」
に
つ
い
て
、
『
寓
適
集
一
蹴
年
護
詑
』
は
、
「
麿

解
』
巻
一
丸
、
明
謄
詩
別
裁
』
説
問
」
と
し
て
、
「
萄
竜

，
千
石
、
執
軒
遜
遊
沼
方
哉
。
以
此
不
能
無
塊
於
君

録
に
し
て
此
の
二
千
石
を
守
る
、
四
方
に
逝
遊
す

此
れ
を
以
て
君
に
慢
ず
る
無
き
こ
と
能
わ
ざ
る
の

一
両
適
が
刺
史
の
ん
呂
職
に
縛
ら
れ
て
い
る

ん
で
い
る
社
南
に
恥
ず
か
し
い
、

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
容
れ
ら
れ
る

み
の
)
と
い

の
に
対
し
て
、

と
い
う
の
で
あ
る
今

ヨ
記
+
吋
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余
地
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て

お
き
た
い
。

社
詩
に
お
い
て
方
角
を
表
す
「
東
問
南
北
へ
あ
る
い
は
「
策
関
」

な
ど
の
誌
は
ど
の
よ
う
に
則
的
い
ら
れ
る
の
か
、
簡
単
に
箆
て
み
よ
う
の

ま
ず
、
「
東
西
南
北
」
(
「
追
麟
故
高
鵠
州
人
目
見
寄
」
を
除
く
)

と
「
南
北
東
部
」
の
諮
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

東
一
尚
南
北
百
盟
関
東
路
南
北
百
製
の
関

山
野
務
蹴
踏
寒
山
空
弊
鰭
た
り
蹴
踏
寒
山
家
し
き
に

(
「
冬
狩
行
」
『
詳
注
h

巻
一
一
一
)

今
春
喜
気
満
乾
坤
今
春
喜
気
乾
坤
に
満
ち

南
北
東
西
挟
一
宇
一
尊
調
北
東
西
五
尊
に
供
す

(
「
審
問
賊
盗
議
窓
機
退
口
号
五
首
」
〈
英
五
〉
『
詳

詑
』
巻
一
一
一
)

「
東
西
」
の
認
の
用
例
は
多
い
。
何
例
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

縦
有
健
婦
把
鋤
惣
縦
い
鍵
婦
の
鋤
惣
を
把
る
こ
と
有
る
も

禾
生
機
畝
無
東
西
禾
は
瀧
畝
に
生
じ
て
東
西
無
か
ら
ん

(
「
兵
車
仔
」
司
詳
技
』
巻
二
)

断
絶
人
煩
久
断
絶
入
熔
久
し
く

東
西
消
息
稀
東
西
消
息
稀
な
り

(
「
憶
弟
二
首
」
〈
其
一
一
〉
安
打
法
』
巻
六
)

我
思
吉
余
家
我
が
製

世
乱
各
東
部
散
乱
れ
て
各
お
の
東
西
す

(
「
無
家
別
い
『
詳
注
』
巻
七
)

川
合
東
街
路
使
節
川
東
部
を
合
し
使
節
を
擦
る

地
分
南
北
任
流
搾
地
南
北
を
分
か
ち
流
捧
に
任
す

(
「
厳
中
丞
椛
駕
見
過
」
『
詳
注
』
巻
一
一
)

過
客
径
須
愁
出
入
過
客
も
径
ち
に
須
く
出
入
を
愁
う
べ
し

賠
人
不
自
解
東
街
属
人
す
ら
自
ら
東
部
を
解
せ
ず

(
「
将
赴
成
都
草
堂
途
中
有
作
、
先
寄
厳
鄭
公
五
首
」

〈
其
一
一
一
〉
『
詳
注
』
巻
一
一
一
一
)

東
帯
還
騎
馬
束
帯
し
て
還
た
馬
に
続
り

東
西
却
渡
船
東
西
部
っ
て
船
を
渡
す

(
「
締
」
『
詳
注
h

巻
一
九
)

こ
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

鱗
介
細
胞
臨
素
不
食
鱗
介
の
騒
騒
な
る
は
素
よ
り
食
ら
わ
ず

秋
日
忍
飢
路
復
策
秋
日
飢
え
を
忍
び
て
西
し
復
た
東
す

(
「
自
発
行
」
明
詳
註
』
巻
二
一
ニ
)

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
「
厳
中
永
一
任
駕
見
通
」
の
よ
う
に
、
「
東
西
」

と
「
南
北
」
と
を
対
に
し
て
い
る
句
も
あ
る
が
、
方
角
や
場
所
を
一
一
一
一
口

う
例
の
一
は
か
に
、
「
無
家
別
」
の
よ
う
に
、
戦
乱
の
結
果
、
人
々
が

各
地
に
逃
れ
て
い
く
こ
と
を
言
う
例
、
「
自
亮
行
」
の
よ
う
に
飢
え

に
耐
え
て
放
浪
す
る
こ
と
を
一
一
一
一
口
う
例
の
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
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「
碍
東
」
は
す
べ
て
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

青
脱
線
仇
隠
逸
膏
饗
仇
お
熔
逸

章

南

尚

商

東

意

荷

尚

お

頭

東

(
「
奉
寄
河
南
意
戸
丈
人
」
『
詳
注
』
巻
…
)

明
朝
牽
世
務
明
朝
霞
務
に
牽
か
れ

揮
涙
各
西
東
一
棋
を
揮
っ
て
各
お
の
語
東
せ
ん

(
「
酬
孟
雲
郷
」
認
昨
日
任
』
巻
ム
ハ
)

谷
口
子
真
正
憶
汝
谷
口
の
子
真
正
に
汝
を
憶
う

山
岸
高
山
磯
揖
間
以
西
東
山
一
夜
間
向
く
穣
揖
ら
か
に
し
て
西
東
を
限
る

(
「
江
問
、
有
懐
鄭
典
設
」
明
詳
一
任
』
巻
一
八
)

批
身
諜
治
昔
話
東
此
の
身
漂
泊
関
東
に
苦
し
み

右
腕
問
錦
枯
半
耳
務
布
陣
開
は
備
結
し
半
耳
は
裂
す

(
「
清
明
一
一
首
」
〈
其
二
〉
明
詳
桟
』
巻
一
一
一
一
)

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
「
江
雨
、
有
懐
鄭
典
設
」
が
、
街
と
東
の
そ

れ
ぞ
れ
別
の
場
所
に
限
ら
れ
て
い
て
逢
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
一
ぎ
つ

の
を
例
外
と
し
て
、
他
の
例
は
、
あ
て
ど
も
な
く
各
地
を
さ
ま
よ
う

さ
ま
、
的
と
東
に
別
れ
ゆ
く
こ
と
、
あ
る
い
は
漂
泊
す
る
様
子
を
述

べ
る
と
い
う
よ
う
に
、
別
離
、
流
浪
と
い
っ
た
イ
メ

i
ジ
を
と
も
な

っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の

「
東
北
」
は
、
次
の
詩
で
は
、
強
州
か
ら
見
て
東
北
に
あ
る
、
洛

践
の
方
角
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
の

所
思
注
東
北
所
患
東
北
に
詮
ぐ

深
峡
転
矯
議
深
峡
転
た
惰
釜
な
り

(
「
晩
登
譲
上
堂
」
『
詳
注
』
巻
一
八
)

「
西
南
」
は
ど
う
か
。

支
一
離
東
北
嵐
麗
際
支
一
離
た
り
東
北
嵐
麓
の
際

漂
泊
西
南
天
地
問
襟
指
す
西
南
天
地
の
間

(
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
〈
箕
一
〉
『
詳
詮
』
巻
一
七
)

こ
の
例
は
「
東
北
」
と
対
に
な
っ
て
、
明
ら
か
に
東
西
南
北
を

「
漂
泊
」
す
る
こ
と
を
言
う
。
最
後
に
「
南
北
」
は
ど
う
か
。
こ
の

語
は
「
謁
文
公
上
方
」
に
も
見
え
て
い
た
。

我
が
生
翻
蕩
に
苦
し
む

何
れ
の
持
か
終
極
有
ら
ん

(68) 

何
時
有
終
概

是
身
如
浮
雲

安
可
段
南
北

是
の
身

浮
雲
の
如
し

ん
ぞ
南
北
を
限
る
べ
け
ん

人
」
『
詳
詮
』
巻
八
〉

の
身
で
あ
る
社
甫
の
漂
治
す
る
方
角
は
「
高
北
」
だ

け
に
は
限
ら
れ
て
い
な
い
と
一
一
一
一
向
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
例
も
「
瓢

」
の
イ
メ

i
ジ
と
密
接
に
間
関
連
し
て
い
る
。

以
ヒ
の
mm
例
か
ら
党
て
と
れ
る
の
は
、
社
甫
は
方
角
を
指
し
示
す

い

る

と

き

に

、

い

う

イ

メ

i
ジ
を



幣
び
て
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

最

後

に

、

高

越

の

末

匂

つ
か
の
解
釈
を
検
討
し
て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

斎
藤
腕
『
腐
詩
選
上
』
(
漢
詩
大
系
六
、
築
英
社
、
九
六
四
)
は
、

「
束
縛
の
な
い
身
で
自
由
に
東
関
南
北
に
放
浪
さ
れ
る
君
に
対
し
て
、

深
く
は
ず
か
し
く
思
っ
て
い
る
J

と
一
言
う
。
目
加
問
誠
吋
藤
詩
選
』

(
新
釈
漢
文
大
系
一
九
、
明
治
欝
腕
、
一
九
六
四
)
は
、
「
東
高
南
北

人
」
の
諮
釈
に
、
「
心
の
ま
ま
に
所
々
を
放
浪
す
る
人
。
」
と
一
一
一
一
向
う
。

ま
た
、
高
木
正
一
句
協
同
詩
選
下
h

(

新
訂
中
間
古
典
選
一
五
、
朝
日

新
開
社
、
一
九
六
六
)
は
、
「
東
西
南
北
、
自
由
に
放
浪
す
る
貴
君

に
た
い
し
て
、
ま
こ
と
に
お
も
は
ゆ
い
次
第
だ
J

と
一
昨
日
い
、
前
野

直
彬
司
腐
詩
選
(
上
)
』
(
岩
波
文
節
、
…
九
六
こ
は
、
「
東
西
南

北
人
」
の
語
釈
で
、
「
各
地
を
放
浪
す
る
入
。
:
:
:
家
も
官
職
も
な

い
が
、
同
時
に
自
由
の
身
の
上
で
も
あ
る
J

と一一一一向う。

向
島
成
奨
「
東
間
高
北
の
人
」
(
司
漢
詩
の
こ
と
ば
』
大
修
館
害
賠
、

一
九
九
八
所
収
)
は
、
高
適
と
杜
識
の
「
東
西
南
北
の
人
」
に
つ
い

て
詳
細
に
検
討
を
加
え
て
お
り
、
高
適
の
「
竜
鍾
」
の
二
句
に
つ
い

(6} 

て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

前
の
旬
は
、
高
適
が
老
残
の
身
で
い
ま
な
お
俸
禄
二
千
五
の

る
い
く

地
方
官
を
拝
命
し
て
い
る
こ
と
を
う
た
う
も
の
、
そ
し
て
後
の

匂
で
社
簡
を
「
東
関
南
北
の
人
」
と
評
し
て
、
そ
の
生
き
方
に

恥
じ
入
る
ば
か
り
だ
と
う
た
っ
て
い
る
。
:
:
:
高
適
の
社
南
評

た
る
「
東
尚
南
北
の
入
い
に
は
、
旅
人
で
あ
る
と
問
時
に
、
役

人
と
し
て
の
束
縛
を
離
れ
た
白
出
人
と
い
う
意
味
合
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ょ
う
か
ら
、
も
と
の
『
礼
記
』
の
そ
れ
と
は
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
出
で
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
二
階
知
義
「
東
西
南
北
と
東
南
西
北
!
日
本
と
中
国
の
方

」
(
『
漢
詩
趨
連
加
藤
原
義
路
、
二

O
O六
所
収
)
は
、
「
入
国
寄

…
一
捨
選
」
の
末
尾
の
匂
を
訳
し
て
、
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
向
う
。

と

し

:
し
ょ
ぼ
く
れ
た
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
、
ま
た
地
方
長
官

の
年
俸
を
い
た
だ
く
身
と
な
り
、
社
南
君
、
君
の
ご
と
く
東
へ

西
へ
、
南
へ
北
べ
と
諸
留
を
放
浪
す
る
自
由
さ
に
対
し
、
ま
こ

お
も
誌
ゆ

と
に
萌
被
い
次
第
だ
。

こ
れ
ら
の
解
釈
は
、
社
講
を
J

自
由
人
と
見
な
し
て
い
る
点
で
す
べ

て
共
通
し
て
い
る
。

果
た
し
て
「
東
西
南
北
の
人
」
を
、
「
束
縛
の
な
い
身
で
自
由
に

東
西
南
北
に
放
浪
さ
れ
る
君
」
、
あ
る
い
は
「
役
人
と
し
て
の
束
縛

を
離
れ
た
自
白
人
へ
「
東
へ
西
へ
、
南
へ
北
へ
と
諸
問
問
を
放
浪
す
る

自
由
さ
」
な
ど
と
す
る
解
釈
は
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら

の
解
釈
は
、
高
適
が
、
社
甫
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
寄
彰
州
高
三
十
五
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使
君
適
貌
州
川
容
二
十
七
一
長
史
参
三
十
韻
」
に
お
い
て
窮
状
を
訴
え
て

い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
「
人
日
寄
社
二
拾
遺
」
を
書
い

て
い
る
こ
と
を
軽
視
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
奉
寄
寓
常

侍
」
の
『
詳
詑
』
に
引
く
『
杜
臆
』
が
、
「
高
・
社
交
契
最
久
、
故

婚
詩
不
作
挟
詞
J

(
高
・
杜
の
交
契
は
最
も
久
し
、
故
に
贈
詩
に
誤

な

一
刻
を
作
さ
ず
。
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
交
際
期
間
の
長
い
二
人

の
詩
の
酬
和
に
お
い
て
は
、
互
い
に
附
設
す
る
、
必
要
は
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
高
通
が
社
甫
一
家
の
関
窮
ぶ
り
を
知
り
な
が
ら
、
自
由

の
身
で
あ
る
こ
と
が
う
ら
や
ま
し
い
と
一
寄
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
社
甫
に
と
っ
て
、
ま
っ
た
く
慰
労
に
は
な
ら
な
い
。

仮
に
も
う
少
し
「
東
語
南
北
人
」
の
勾
の
解
釈
の
一
戦
を
拡
大
す
る

と
し
て
も
、
社
南
は
放
浪
の
身
の
上
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
不
適
で
は

あ
る
が
詩
作
は
充
実
し
て
い
る
、
と
い
う
合
意
を
読
み
と
る
の
が
按

度
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
察
正
孫
『
詩
林
広
記
』
巻
七
に
は
、

(7} 

斑
島
の
七
絶
「
渡
桑
乾
」
を
載
せ
、
謝
析
得
(
盛
山
)
の
、
「
諮
問
鷺

山
示
、
非
東
開
南
北
之
入
、
不
能
到
此
。
」
(
務
霊
山
一
五
う
、
東
西
南

北
の
人
に
非
ず
ん
ば
、
此
に
到
る
能
わ
ず
と
。
}
と
い
う
評
語
を
引

い
て
い
る
。
箆
島
が
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
旅
す
る
身
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
詩
作
が
充
実
し
て
い
る
と
一
言
う
の
で
あ
る
。
「
策
問
南
北
の

人
」
で
あ
る
こ
と
が
、
文
学
的
な
成
就
の
詔
で
は
、
プ
ラ
ス
に
作
用

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。

、王
(
1
)
『
全
一
漢
文
』
巻
三
六
誌
、
「
議
営
回
日
陵
疏
」
と
し
て
収
め
る
。

(
2
V
詩
の
検
索
に
は
、
呉
汝
豆
、
豆
一
編
『
唐
五
代
人
交
往
詩
索
引
』
(
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
一
一
)
を
用
い
¥
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
劉

開
揚

2
尚
適
詩
集
編
年
護
詮
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
二
、
『
詳
控
』

に
よ
っ
た
。

(
3
)
司
麗
五
代
人
交
往
詩
索
引
』
に
は
見
え
な
い
が
、
こ
の
ほ
か
に
、

「
寄
寓
適
」
(
明
詳
注
』
巻
千
二
が
あ
る

9

同
詳
控
』
は
宝
応
一
応
年
(
七

六一一
V

秋
、
梓
州
に
い
た
社
南
が
、
厳
武
に
代
わ
っ
て
成
都
品
ア
と
な

っ
た
高
適
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
偽
作
説
も
あ
っ
て

は
っ
き
り
し
な
い
。

(
4
)
高
趨
「
問
河
南
李
少
非
翠
聞
東
外
宅
夜
欽
、
時
掲
揚
告
捷
、
遂
作
春

謡
歌
」
(
『
高
常
侍
集
』
巻
八
)
に
、
「
欝
年
持
節
将
楚
兵
、
去
年
歯
河

在
東
京
、
今
年
復
持
一
一
千
石
、
盛
衰
五
月
間
南
行
」
(
前
年
節
を

持
し
て
楚
兵
を
将
い
、
去
年
留
萌
し
て
東
京
に
在
り
、
今
年
復

た
拝
す
二
千
石
、
盛
一
度
五
月
間
南
に
行
く
)
と
一
一
一
一
向
う
。

(
5
)
『
高
適
詩
集
…
繍
年
選
山
花
加
は
徐
増
の
説
を
「
附
会
」
と
す
る
。

へ
6
)
な
お
社
山
間
の
詳
の
「
東
西
南
北
」
の
三
句
に
つ
い
て
は
、
「
た
だ
校

講
の
い
う
明
東
鵠
掲
北
恥
に
は
、
高
適
の
い
う
よ
う
な
自
白
人
と
し

て
の
旅
人
を
誇
る
気
分
は
な
さ
そ
う
だ
J

と
指
摘
し
て
い
る
。
高
適

が
杜
需
を
「
白
山
間
人
と
し
て
の
旅
人
」
と
毘
な
し
て
い
た
か
は
疑
問

だ
が
、
社
…
講
に
法
そ
れ
を
「
誇
る
気
分
」
が
な
か
っ
た
と
い
う
兇
方

は
首
送
付
で
き
る
。

(70) 



(
7
)
詩
は
以
下
の
適
切
。
「
客
舎
弁
州
一
二
十
一
緒
、
帰
心
日
夜
鑓
威
降
、
無

端
一
史
波
桑
乾
水
、
却
福
井
州
連
故
郷
」
(
井
州
に
客
脅
す
る
こ
と
二
川

十

籍

、

帰

心

日
JM

悦
成
慨
を
憶
う
、
端
無
く
も
更
に
桑
乾
の
水
を

被
る
、
却
っ
て
弁
州
を
指
さ
せ
ば
遼
れ
故
郷
)

〔
付
記
〕
本
研
究
は
平
成
二

O
年
疫
科
研
費
・
基
盤
研
究

(
C
)

詩
一
訟
に
関
す
る
義
機
的
研
究
」
(
課
題
番
号
一
九
宜
・

助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

「
杜
南
のの

(
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
)

(71) 


